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市民参加の行財政へ

　

市長川崎泰彦

　

大野市は、たゆみなく発展を続ける中で市

制施行30周年の記念すべき日を迎えることが

できました。市民の皆様とともに、心から喜

び合いたいと存じます。

　

思いますに、当市の市勢が今日このように

順調な歩みを続けることができましたことは

格別のご支援・ご指導を賜りました国・県ご

当局と関係議会議員各位のご厚情と、大野市

議会・市内各種団体ならびに市民各位の絶大

なご尽力のたまものであります。この機会に

改めて深く感謝の意を表します。

　

市民がこの30年間に体験した出来事を簡潔

にまとめますと、困難な財政事情のもとで新

生大野の基礎固めを行うため、市民が心をひ

とつにして生産基盤の確立と生活関連施設の

整備を精力的に進めた時代といえましょう。

　

今後の市政の課題は、固定化した経済の安

定成長に順応するため市民の自治意識を高揚

して民力の積極的な参加を求め、より健全な

行財政基盤を確立して、たくましい活力を備

えた理想郷×実現することです。

　

市制30周年を契機として、4万3．000市民

がさらに融和と共同の意識を奮い起こし、常

に一体となって目的の達成にまい進する体制

づくりを強化したいと念願しています。

　

今後なお一層のご支援・ご協力を賜ります

ようお願い申し上げ、併せて皆様のご多幸を

心ヽから祈念してごあいさつと致します。

一層の前進を目指して

　　

市議会議長兼井藤波

　

2町6力村の飛躍的な発展と新しいまちづ

くりを目指して、昭和29年7月1日に大野市

が誕生して以来、今や30年×迎えました。名

実ともに順当な進展をみておりますことを、

市民の皆様とともに心からお喜び申し上げま

す。今日まで、幾多の試練に遭遇しながらも

見事に克服し、45年7月1日には西谷村×編

入して福井県の面積の13％×占める広大な田

園都市に成長致しました。

　

国や県をはじめ各関係機関のご支援のもと

振興計画に基づき、文教施設の整備充実は無

論のこと各分野で目覚ましい発展を遂げてき

ました。さらに、立ち遅れていた道路網の整

備なども着々と進められ、豊かなふるさとづ

くりが行われてまいりました。

　

これもひとえに、先輩各位のご尽力と市民

の皆様の絶大なご協力のたまものであり、市

当局の精進・努力によるものと存じます。

　

私たちは市の一層の前進×目指し、新しい

まちづくりのために、本年を21世紀に向けて

の市政充実の年としたいと考えます。交通網

の整備をはじめ公的医療施設の充実、上下水

道の建設などの諸問題に対し、真剣に取り組

まねばなりません。Γμ議会と致しましても、

決意×新たにして活動を展開し、皆様方の負

託におこたえしていきたいと存じております。

　

市民各位におかれましても、なお一層のご

協力×賜りますようお願い申し］こげます。
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青0自然と活力に富んだ心のぶるさと

い寝刎営紀へ唸ぼた《大野

　

大野のあけぽのは縄文時代中期

　

（約4，O0O～4，5OO年前）である

ことが、右近次郎遺跡などから出

土した多数の石器・土器によつて

明らかにされていますo

　

古い文献にも、於保野（大野）

和良比夫（蕨生）佐比良気（佐開）

などの地名が出ていますo

　

平安時代には加美・資母・大沼

の庄名が見えており、そのころ大

野盆地は牛ケ原荘園や平泉寺荘園

が支配していましたo

　

しかし、平安時代の終わりころ

には、武士の興起によつて荘園は

圧迫され、室町時代には全く滅び

去り、代わつて斯波氏・朝倉氏な

どの武士の統領が支配しましたo

　

天正元年（1573年）朝倉氏の滅

亡後、一時は一向一夜の支配下と

なりましたが、間もなく織田信長

に平定され、織田の部将、金森長

近が大野の大部分を統治しましたo

　

長近は亀山に越前大野城を構築

するとともに、京都に模して碁盤

の目状の城下町を建設しましたo

七し最近暇後√

松平4代を経て、天和2年（1682

年）土井利房が大野に封ぜられま

したが、勝山・郡上・鯖江・福井

の藩領、公料などに複雑に分割さ

れ、明治維新まで約150年間続き

ました。

県下で5番目の市発足

　

明治4年廃藩、同6年区長・権

長が置かれ、戸制など多少の変遷
を経て、明治22年（1889年）町村
制を実施。大野町と下庄・乾側・
小山・上庄・富田・阪谷・五箇の
7村となりました。

　

下庄村は昭和26年に町制を施行。

29年7月1日、町村合併促進法に
より2町6力村が合併して大野市
が発足しました。県下では、福井
敦賀・武生・小浜に次いで5番目
に市制を施行しました。

　

合併当時の人口は4万3，610人
で、世帯数8，600戸。今年6月1
日現在の人口は4万2，873人で、
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戸で、約23％の増です。核家族化

がかなり進んでいるといえます。

　

財政面では、昭和30年の一般会

計の当初予算額は2億3，158万円。

59年度の当初額は90億3，096万円

ですから、ざっと40倍近くになっ

ているわけです。

　

誕生時の市の面積は343．56平方

゛。乱。45年には西谷村を合併した

ため、541．66平方々。となりました。

58年版全国都市要覧によると、全

国の市で23番目の広さです。

　

初代の市長は斎藤重雄氏（在任

期間29～33年）で、森広治兵衛氏

　

（33～41年）寺島利鏡氏（41～53

年）と続いて、現在の川崎市政に

引き継がれました。

　

田園都市として発足以来、早く

も30年。度重なる試練を克服し、

美しい自然と温かい人間性を生か

しながら、明るい文化・産業都市

を目指して、いま21世紀へ大きく

はばたこうとしています。4万市

民が手を携え゛青い自然と活力に

：富んだ心のふるっさこと々……を実現ましま
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市制施行を祝

「匯画涯・1954

7月1日，大野市誕生。大野町・

　

下庄町・乾側村・小山村・土庄

　

村・富田村・阪谷村・五箇村の

　

2町6力村が合併。戸数8，600

　

人口43，610。

　

市報第1号発行。

8月初代市長に斎藤重雄氏就任。

回源匯・1955

1月初の市議会議員選挙執行、

　

30人が当選。

7月大野保育園開設。

9月消防本部・消防署・消防訓

　

練所×設置。

臨画11●1956

6月有終中で越美北線の起工式。

7月農業実験室×設置。

8月打波小の小池分校完成。

11月中津川と新在家に市営住宅

　

完成（2肝i）。

12月蕨生小枚舎改築。

露図画●1957

5月上庄小講堂完成。下庄小校

　

舎完成（初の鉄筋校舎）。

匯11限1●1958

4月市営農場事業開始。心：仙／

ますます発展の30代へ

　　　　

辻和子さん（友江30歳）

　

正直に言うと、

最近まで自分の誕

生［1がrl疆り施行日

だということ×知

らなかったんです。

　

でも、市内に3

人しかいないと聞くと、やっぱり

不思議な巡り合わせ×感じます。

記念式典にも招待され、とても光

栄に思います。

　

私はこの30年間

大野×離れたこと

がありません。た

まに旅行などで都

会へ出掛けても、うらやましいと

思ったことはありません。

　

逆に、大野の美しい自然と温か

い人情×誇りに思います。

　

大野の良さを大切に守りながら

若者に魅力のある企業誘致や雪害

対策などに力×人れていってほし

いですネ。

　

働き盛りの30代、市のますます

の発展を、心から期待します。
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悲願が実った越美北線開通（35年12月）
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橋完成。

6月市制5周年の祝賀祭。

8月2代目市長に森広治兵衛氏

　

就任。

10月ごみ焼却場完成、能力1日

　

11．3トッ。

12月君ケ代橋完成。土庄小校舎

　

改築。

li＾tiiME・！ 1959

1月選挙区（市議）条例廃止、

　

1選挙区となる。

2月第9回中部日本スキー大会。

8月台風6号による豪雨、被害

　

約3億5，000万円。

9月駅東土地区画整理事業に着

手。台風15号（伊勢湾台風）襲

来、被害約4億円。

昭和35年 1960

3月大野土地区画整理事業完成。

　

有終西小校舎完成。

4月義景保育園開設。東部中（仮

　

称）を創立。

12月庁舎改築に着手。15日、越

　

美北線福井～勝原間が開通。下

　

庄小の中保分校完成。

昭和36年 1961

7月五箇公民館完成。

8月八千代橋完成。市内の電話

　

が自動化。19日、北美濃地震発

　

生、被害約20億円。

9月荒島にテレビ中継局完成。

　

第二室戸台風襲来、被害約30億

　

円。18日、災害救助法発令。

、、｜jII昭和37年

1962

4月東部中を尚徳中と改称。六

　

呂師小が独立。阪谷・土庄幼稚

　

園開設。

5月市役所庁舎完成、工費1億

　

3，500万円。

7月有終中に初の学校プール。

　

森広治兵衛氏市長に再選。

9月し尿処理場完成。

駅を埋めた日の丸の小旗

帰山信二さん（春日254歳）

　

越美北線が開通

した昭和35年12月

15日は、師走の大

野には珍しく晴天

でしたネ。開通に伴い、私はバス

営業所から大野駅勤務となりまし

た。初めての鉄道部門の仕事で、

ずいぶん緊張しましたし、開通の

前後は不眠不休に近い状態だった

のを覚えています。

　

駅には、一番列車をひと目見よ

うと、日の丸の小旗を持った人々

が朝早くから大勢詰めかけ、構内

はもちろん、線路の両側にも人波

があふれました。

　

真新しいディー

ゼルカーがホーム

に着くと、人垣か

らは「万歳、万歳」

の連呼。市民の悲

願が達成されたという喜びが満ち

あふれていました。当時、駅裏は

まだ水田で、駅から真名川を渡る

汽車がよく見えたものです。



ポr大IS・フkと土砂で埋めた「40．9風水害

最深積雪306Fを記録した38豪雪 全
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IL＾3ilt｝；fcJI1963

1月「38豪雪」最深積雪306F、

　

被害約8億3，000万円。

3月小池・飯降分校が廃校。

4月春田呆育園・乾側幼稚園を

　

開設。市役所出張所を廃止。

5月竜仙橋完成。奥越電源開発

　

始まる。

12月尚徳中校舎完成。富田公民

　

館完成。

rll；illil●1964

4月富田幼稚園開設。土井利忠

　

公の銅像建立。

7月市制10周年記念行事。

8月救急業務開始。

10月南部土地区画整理事業に着

　

手。

11月打波川流域災害復旧工事終

　

わる。

12月佐開橋完成。

匯11匪－11965

3月市民会館建設に着手。

4月大野工業高校開校。小山幼

　

稚園開設。

7月食肉処理場完成。

8月全日本ソフトボール選手権

　

大会開催。

9月「40．9風水害」14日、台風

　

24号による集中豪雨（1，044陥）

　

で死者2人、罹災世帯1，748戸。

　

被害約44億円。

11月あかね保育園開設。

iniiiHiO－m1966

1月第16回中部日本スキー大会。

3月大野市農業協同組合が発足。

　

大野公民館完成。

6月市民会館完成、工費は1億

　

6，600万円。

7月ごみ焼却場完成。

8月第4代市長に寺島利鏡氏就

　

任。富田小校舎完成。

9月駅東土地区画整理事業完成。

10月新町名を実施。

12月上庄公民館完成。

忘れられない「40．9風水害」

　　　

山本美代さん（春日366歳）

　

昭和40年9月の

風水害は、一生忘

れることができま

せん。

　

当時、中島（旧

西谷村）に住んで

いたんですが、朝から降りだした

雨は強くなる一方。午後には、空

は真っ暗になり、バケツの水をひ

っくり返したような、土砂降り状

態となりました。とにかく、恐ろ

しくてすさまじい

降り方だったんで

す。夜になって、

危ないのでみんな

避難しろということになり、文字

どおり着の身着のままで高台の寺

へ逃げました。

　

高台から、家が土砂で埋まり、

水に流されるのをぼう然と見つめ

ていました。

　

生まれて初めて、自然の猛威、

水の恐ろしさというものを痛感し

ました。今でも、時々中島へ出掛

けますが、なくなってしまった古

里を思うと目頭が熱くなります。



西谷村合併に伴う事務引き継ぎ（45年7月）

喜びの越前大野城落成式（43年8月）

勉
戦
を
展
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し
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国
体
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相
撲
競
持

（
4
3
年
1
0
月
｛

昭和42年 1967

6月真名川ダム建設始まる。

7月市営相撲場完成。

8月全国高校相撲選手権大会を

　

開催。

9月財政再建準用団体に指定さ

　

れる。

10月市会議員の定数を削減する

条例成立、定数26人に。

昭和43年 1968

4月市営農場を廃止。

8月越前大野城・郷土歴史館が

　

完成。第1回域まつり。

10月第23回国民体育大会、当市

　

で相撲・ソフトボール・山岳競

　

技を開催。羽生和永選手がメキ

シコオリンピックに出場。荒島

保育園開設。

昭和44年 1969

1月六呂師保育園開設。

3月若生子小廃校。

5月大野高校の校舎改築。

8月上。下若生子廃村。小山小

　

改築。

9月大野市。西谷村合併協議会

　

設立。

11月初の農業祭開く。

昭和45年 1970

3月宝慶寺小廃校。

5月カドミウム公害問題発生。

7月1日、西谷村を編入合併。

8月寺島利鏡氏が市長再選。

昭和46年 1971

2月大野市森林組合が発足。

3月有終・小山・下庄・乾側の

　

4中学校廃校。

4月開成・陽明の統合中学校発

　

足。北部土地区画整理事業に着

　

手。

5月県立奥越高原牧場できる。

6月日吉児童館開設。

7月市営葬斎場完成。

10月老人医療費助成制度発足。

熱気と興奮の福井国体
安川裕城さん（まド舌48歳）

　

第23回福井国体

秋季大会は、昭和

43年10月に開かれ

ました。大野は相

撲・ソフトボール・山岳の3競技

の会場となり、熱気と興奮に包ま

れたものです。

　

私は、相撲連盟の一員として2

年前から地元選手の強化育成に努

めたほか、期間中は、各県選手団

の受け入れや審判員として忙しく

動き回りました。

　

今の駅東公園が相撲会場で、一

般・青年・教員・高校の4部門合

わせて500人余りの選手が力と技

を競いました。連

日、熱心な相撲フ

ァンが多数訪れ、

観客席は超満員。

有名選手や地元選

手が出る度に、大

きな声援と拍手がおくられました。

もともと大野は相撲人気の高い土

地柄だけに、運営はスムーズにい

ったと思います。今でも懐かしい

思い出です。



6（肩E石iil；j幕を閉じ

た京福電車
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（
5
3
年
H
月
）

mSS＾m1972

3月新用途地域決定。

4月南部土地区画整理事業完成。

6月環境保全都市×宣言。

7月大野・勝山地区広域市町村

　

圏事務組合が発足。

10月県奥越合同庁舎完成。蕨生

　

塚原県営総合農地開発事業完成。

11月国道158号線バイパス一部

　

開通。上水道の基本計画できる。

12月越美北線勝原～朝日間開通。

！閤7闘・1973

3月佐開遺跡発掘。打波小廃校。

　

大野市振興計画まとまる。財政

　

再建完了。

4月市土地開発公社設立。

5月駅東第二土地区画整理事業

　

認可。

7月休日診療制度発足。大野地

　

区消防組合が発足。

11月地下水対策審議会設置。重

　

要文化財「橋本家」復元。

12月第1次林業構造改善事業完

　

了。林道黒谷・河内線完成。

匯国画冨11974

2月第24回中部日本スキー大会

　

開催。

4月北部保育園開設。

7月［↑i制20周年記念式典実施。

　

陽明中校舎完成。寺島利鏡氏市

　

長3選。

8月京福電車大野～勝山間廃線。

10月県道大野・墨俣線の温兄峠

　

開通。

匪厠覆●1975

4月大野・墨俣線が国道157号

　

線にy4格。

11月市営バス白山線運行。

12月開成中校舎完成。

匿屁I●1976

11・1都巾計画街路中挾・中野・

　

大橋線開通。

4月市史編さん室設置。

8月国道158号線の馬返しトン

　

ネル開通。

10月清掃センター建設に着手。

1川有終会館オーブン。

匪胴題冒゛11977

3月県営真名川発電所完成。

4月大野気象通報所廃止。

10月真名川ダム完成、工費352

　

億円。

11月地下水保全条例×制定。

匪国屁●1978

3月有終束小開校。駅束公園失

　

成。市史第1巻発行。

4月清掃七ンター稼動。

6月寺島利鏡市長死去。

7月第7代巾長に川崎泰彦氏就

　

任。

8月市街地南部地域でll水道建

　

設に着手。

9月市民憲章×制定。

Hト則附画仙三翻の天神

　

町～篠座間完成。
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昭和54年 1979

1月第29川中部川本スキー大会

　

開催。ll水道試験給水。

2月乾側小校舎完成。

3月労働福祉会館オープン。

5月老人福祉七ンターオーフン0

11月ミノ又治山工事完成。乾側

　

公民館完成。

12月県立人野古年の家オープン。

昭和55年 1980

3月巾総合計画基本構想策定。

4月し尿処理場の改築終わる。

　

都市計画街路七間線の清滝川～

　

富田大橋間開通。

7月宝慶寺いこいの森オープン。

　

有終南小校舎完成o

8月福田一衆議院議長お国入り。

　

大野巾農協会館完成。

9月名誉巾民条例を制定。

O月皇太子ご夫々が当巾をご視

　

察。広域農道に架かる真名川人

橋完成。

12月名誉市民第1号に福田一氏

　

を推挙。農村婦人の家・小山地

　

域開発七ンター完成o

昭和56年 1981

1月「56豪雪」最深積雪264ぷ：

　

を記録。復旧に陸ll自衛隊が救

　

援。被害約79億6，000万円。

2月北部第二土地区画整理事業

　

始まる。

3月義景保育園完成。

5月勤労青少年ホームオープン。

6月田際障害者年記念市福祉人

　

会を開催。

8月ま克雪巾民会議発足。

12月新君ケ代橋完成。

昭和57年 1982

3月健康管理センター完成。

4月休日急患診療所オーブン。

5月六呂師で桜の植樹祭開く。

7月ふるさと自然公園にミニ動

物園オーブン。巾長に川崎泰彦

氏再選。八千代橋開通。

11月越美北線の存続決定。

昭和58年 1983

1月第33川中部日本スキー人会

　

開催。

2月巾会議n選挙、無投票に。

3月jl庄小統合校舎完成。防雪

　

基地管理棟完成。

8月南部第二土地区画整理事業

　

始まる。

9月人野地域職業訓練七ンター

　

完成。

10月巾役所機構改革。阪谷公民

　

館完成。

12月市会議員の定数を削減する

　

条例成立、定数24人に。

昭和59年 1984

3月中挾に鉄筋市営住宅完成。

5月NHKと市民のつどい。

7月巾制30周年記念行事開催。



健康メモ図

検尿でわかる病気
保健センター山吉保健婦

　

市の成人病検診では尿検査もし

ています。検査は簡単なものです

が、これ1つで、いろいろな病気

がわかります。

　

今回は尿と病気の関係について

お話しします。

　

私たちの体は、空気・水・食物

を体内に取り入れ、分解して栄養

にし、要らなくなった物は出すと

いう精巧な働きをしています。こ

の働きのサイクルが崩れた状態が

病気なのです。

　

尿は体の働きの最終的な産物で

すから、尿に異常があれば何かの

病気が考えられるわけです。

糖やタンパクは異常

　

尿の成分はだいたい水分が95％

で、固形分5％です。

　

1日の尿量は約1，000～1，500

乱跡ですので、固形分は50～75？

ということになります。

　

固形分の半分は尿素ですが、そ

のほか塩分やナトリウム・カリウ

ム・マグネシウム・アンモニア・

尿酸などが含まれます。

　

糖・タンパク●ウロビリノーゲ

ン。ケトン体・赤血球・白血球円

柱などが検出されたときは異常で

す。糖やケトン体の出るときは糖

尿病、タンパクはジン臓病やボウ

コウ炎、ウロビリノーゲンは肝臓

病、赤血球や白血

球円柱などはジン

臓病や尿の通り道

の病気が考えられ

ます。ごくまれに

ですが、ガン細胞

　

（ボウコウガンの

場合など）がみつ

かることもありま

す。また、結石が

動いて混ざるとき

もあります。

比重は朝が高い

　

尿は普通は麦わら色で弱酸性で

す。肉食すると酸性、菜食すると

アルカリ性となります。尿の中の

揮発1生物質のため、独特のにおい

がします。

　

糖尿病の場合は、酸っぱいにお

いがします。食物や薬によっても

変わります。

　

尿の比重は1日のうちでも変動

します。朝、起きたすぐは濃い尿

が出ます。変わらないということ

はジン臓に病気の疑いがあります。

　

尿の出方でも、チェックできま

す。回数が多かったり（10回以上）

極端に少なかったり（2回以下）

あるいは痛みを伴うような場合は

病気が考えられます。（ジン臓病・

心臓病。ボウコウ炎。尿道炎・性

病など）

　

ボウコウには約250～500ゾ昌

の尿がたまると尿意を感じるよう

になっています。しかし、ボウコ

ウ炎の場合は、わずかの量でも感

じます。

　

このように、尿1つでもさまざ

まの病気をみつける手掛かりとな

ります。ぜひ、1年に1回は検診

を受けてください。

、
″
I
’
ζ駈歩
（冷山形家

　

城町2区の山形家には、枯山水

の素晴らしい庭があります。昭和

22年ころに京都から庭師を呼んで

造り、鞍馬石が使われています。

　

正面玄関の左側には「不識亭」

と呼ばれるにじり目のある本格的

な茶室があります。つくばい（手

水鉢）や石灯龍のある露地があり

縁側の敷石も、非常に吟味された

ものです。

　

主人の山形甚吉氏は茶道・謡曲

に親しまれる一方、俳句・盆栽・

写真などの趣味ももっておられま

す。俳号を松風といい、昭和38年

から句集としてまとめられていま

す。「朝露に葉茎すずしき花菖蒲」

「過疎よそに苔むす寺を護る僧」

「新雲丹に箸染めて酌む藍浴衣」

など、毛筆で和紙に美しく書かれ

ています。

　

床の間には、博文天山老納の書

が飾られています。壁は京都の職

人を呼んで塗った聚楽壁で、特殊

な技法が用いられています。

　

山形家は先代が宝慶寺本堂を寄

進し、最近建てられた宝物殿の建

設にも力を尽くされ、曹洞宗とは

深いかかわりがあります。

　

来客として宿泊された人の名簿

の最初には、北野元峰禅帥の名が

書かれています。

　

住宅に隣接して、昭和初期に建

てられた洋館が建っています。

　

この周辺は、市内でも最も静か

なたたずまいです。（T）
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市のシンボル選定委員会（坂

本文雄会長、25人）は6月12日

市の花・木・鳥にそれぞれコブ

シ・ケヤキ・ウグイスを決め、

市に答申しました。市は7月1

日の記念式典の席上で、正式に

制定します。

　

市のシンボルは、市制30周年

を記念して定めました。

　

市民のみなさんから寄せられた

はがきは895通。この中から、上

位に候補を絞ったうえ、動植物の

専門家の意見を聴いて決めました。

　

各シンボルの選定理由は次のと

おりです。

☆コブシ（モクレン科の落葉高木）

　

［〉純白の花をつけ、春の訪れを

　

告げる【〉市内の里山に自生して

　

いるうえ、街路樹としても採用

　

されている

☆ケヤキ（ニレ科の落葉高木）

　

l〉生命力が強く巨木になり、質

　

実剛健の気風にマッチする［〉専

　

福寺の大ケヤキをはじめ、市内

　

の農家の庭や寺社、亀山公園な

　

どに多く見られる

☆ウグイス（ヒタキ科ウグイス亜

　

科の漂鳥）

　

E〉鳴き声が美しく、昔から老若

　

を問わず親しまれている【〉低山

　

地の広葉樹林に生息し、夏でも

　

声を聞くことができる

おむ6・＆

16‰映写機の講習会

　

市教育委員会では、16≒映写機

操作技術認定講習会を開きます。

〈日時〉7月26・27日の午前9時

　　　

30分～午後4時

〈場所〉市役所大会議室

＜対象〉高校生以上の市民40人

〈経費〉1人500円

＜申し込み〉所定の申込書に必要

　　　

事項を記入して、7月20日

　　　

（金）までに市教委社会教

　　　

育課（6－1111内線504）

　　　

または最寄りの公民館へ

美術展にあなたの力作を

　

8月13～15日の3日間、市民会

館で「第5回市美術展」を開きま

す。今年も次のとおり参加作品を

募集します。あなたの力作をお寄

せください。

〈部門〉第1部…絵画・造形第

　　　

2部…彫塑第3部…工芸

　　　

第4部…書道第5部…写

　　　

真

〈作品の大きさ〉絵画は8～100

　　　

号。造形は3．3平方に以内。

　　　

写真は四ッ切以上1．5乱×

　　　

1に以内（組み写真も前記

　　　

内におさめること）

〈出品資格〉県内在住の高校生以

　　　

上の人（県・中央展におい

　　　

て役員などの資格のある人

　　　

を除く）

〈出品点数〉1部門2点まで

〈出品料〉1点につき一般1．000

　　　

円、高校生500円

＜搬入・搬出〉8月10日搬入（正

　　　

午～午後5時）15日搬出（午

　　　

後5～6時）

　

詳しい内容は、市教育委員会社

会教育課（6－1111内線504）へ

お尋ねください。

15日にミニ弁論大会

　

大野青年会議所（築川満理事長）

は、市制30周年の関連事業として

「ミニ弁論大会」を開きます。

　

小・中学生、中・壮年、む年寄

りの3世代の代表に、21世紀に向

けての意見・アイデアを堂々と発

表してもらうものです。

　

どなたでも参加できます。多数

ご来場ください。

〈日時〉7月15日（日）午後1時

　　　

～5時

〈場所〉市民会館

＜テーマ〉大野の将来にれから

　　　

の大野）

＜発表者〉小・中学生…各校から

　　　

1人ずつ中・壮年、お年

　　　

寄り…若千名

防ごう非行

　　

助けよう立ち直り

　

7月は゛社会を明るくする運動1

月間です。

　

今年の重点目標は「地域活動の

推進による少年の非行防止と更生

の援助」で「防ごう非行助けよ

う立ち直り」が標語です。

　

特に夏休みは、学校生活から解

放されて非行の芽生えやすい時期

です。家庭はもちろん、近所やグ

ループなど地域全体で温かく子供

たちを守りましょう。

スマイル

　

「はばたく大野」

ケッコーケッコー

　　　　　　　　

風兄鶏



市の人口 6月1日現在

総数42，873人（男20，633 女22．240）10，590世帯

前月比－24 一24 士0 ＋3

今月の納税

固定資産税第2期分

国民健康保険税第1期分

31日までに納めてください。

大きくなった活字

　

今月号から「市政おおの」の活

字を、これまでの12級から13級に

大きくしました。ご愛読をお願い

します。

青少年健全育成推進大会

＜日時〉7月8日（日）午後1時

　　

30分～4時30分

＜場所〉市民会館

表紙の説明

　

専福寺（友兼）の大ヶヤキ。山

門の東側にあり、樹齢約800年と

いわれます。根回り15に、高さ16

にの巨木で昭和10年に、国の天然

記念物に指定されました。

　

詩文は、坪内晋さん（堂嶋、73

歳）から寄せられたものです。
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